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令和 6 年度入職式を迎えて

桜の開花の便りが聞かれる中、令和 6 年度のふぁみぃゆ行田・東館合同入職式が執り行

われました。

今年度は新卒者 2 名、ミャンマーからの特定技能実習生 4 名の合計 6 名の方をお迎えし

ました。小嶋理事長の歓迎の挨拶の後、入職者全員から自己紹介とこれからの抱負を明

るく元気に語っていただきました。今年入職された新卒のお二人は、小学校や中学校の

頃から介護の仕事をしたいと希望されて、念願の介護職になりました。ミャンマーの男性 4 名の皆さ

んは、昨年 12 月の入国が叶わず今年の 4 月となりましたが、国内が政情不安定にもかかわらず、忍耐

強くこの日を待って入職していただきました。4 名とも心優しい真面目な人柄で、仕事熱心、日本語の

勉強も頑張っており、日本人とのコミュニケーションも上手です。

令和 6 年度は介護報酬改定の年にあたり、重要な柱の一つとして「良質な介護サービスの効率的な提

供に向けた働きやすい職場づくり」が挙げられています。介護人材不足の中で、更なる介護サービス

の質の向上を図るためには、 処遇改善と共に生産性向上による職場環境の改善に向けた先進的な取組を

推進する必要があります。ふぁみぃゆ行田・東館では、介護職員の処遇改善にいち早く取り組み、利

用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減のために、見

守り機器の設置をすすめました。ユニット型のため構造的に連携が難しいふぁ

みぃゆ行田では、インカムや LINEWORKS 等のコミュニケーションツールを導

入しました。今年度は6名の若い力が加わり、労働環境を改善する中でふぁみぃ

ゆの介護力も益々パワーアップしていけるのではと期待しております。

これからも利用者様に生き生きと暮らしていただける様、スタッフ一同力を

合わせて邁進して参りますので、地域の皆様、ご家族の皆様には、今後とも

ご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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ふぁみぃゆ行田の暮らし

　  ICT 機器の導入

今年から利用者様の全居室に
眠りスキャンと見守りカメラ
が設置されました。職員用の
スマホで離れた場所からも利
用者様の安全を確認する事が
可能になりました。
またインカムも導入され、
他ユニットや専門職とも円

滑にコミュニケーションを図ることが出来ます。
今後も ICT（情報通信技術）機器を有効活用し、
利用者様の安心安全な生活を支援していきます。

リハビリ室の取り組み
リハビリ室から要
望されていた新し
い車いすがようや
く届きました。こ
れから順次老朽化
している利用者様
の車いすと交換し
ていきます。

介護職からよく来る相談の一つは、車いすの相談
でした。老朽化して座面がたわんだまま使用して
いると身体の痛みに繋がったり褥瘡の原因になる
こともあります。リハビリ室では座面のたわみを
段ボールなどで補正したり、背中にクッションを
入れたりしながら大切に使ってきましたが、いよ
いよ入替をすることになりました。サイズが合わ
ない車いすを使用していると姿勢不良となり誤嚥
に繋がりやすくなりますので、サイズも大小取り
揃え、リクライニングができるものやフットレス
トや背もたれの調整が可能なものに替えていきま
す。

これからも利用者様にできるだけ安全で快適に暮
らしていただけるよう支援して参ります。

　  LINEWORKS 導入について
施設ケア課では職員間のコミュ
ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て

「LINEWORKS」を導入しました。

当初はメッセージのやりとりに
のみ使用していたため、他のメッ
セージアプリとの違いがよくわ
か り ま せ ん で し た が、 最 近 で
はデータファイルの共有やアン
ケート等、さまざまな機能を活用
するようになり、以前よりも簡便
に情報共有に活用できるように
なりました。

　 
普段はユニットが異なる
ためにあまり関わること
のない職員同士が親睦を
深めることを目的に、バド
ミントン交流会を行いま
した。

施設長はじめ、30 名の職
員が参加し、ダブルスのペ

アを組んでゲーム形式で行いました。職員同士談
笑したり、スポーツを通して汗を流すことにより
リフレッシュでき、とても楽しく交流する事がで
きました。  

栄養課長補佐　小澤まゆ美



まんさくユニットでは
在宅で生活している方
の生活支援をさせて頂
いています。
利用者様のやってみた
いこと、やりたいこと

を計画し行っています。この日は施設の庭の桜が
きれいに咲いたので花見を行いました。利用者様
同士に会話が生まれ新たな出会いがあり職員も見
ていてほっこりしました。いつまでも住み慣れた
家で生活できるようサポートしていきます。

私の国ミャンマーで食べてい
るおやつ作りをしました。
ミャンマーではお正月に作る
おやつで、モロイーボといい
ます。白玉の中にココナッツ

の砂糖を包んだお菓子です。利用者様には甘くて
とても美味しいと喜んでいただけました。
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ふぁみぃゆ行田の暮らし

　  

　  

今年から仲間に加わった藤野ケアワーカーのアイ
ディアで、ひなあられを作りました。おもちを小
さく刻み、オーブンで焼いてから、着色料と粉砂
糖をまぶして出来上がり！ 粉にまぶす工程では利
用者様に袋をフリフリして頂きました。美味しく
綺麗にでき、季節を感じることができました。

　  　  
すずらんユニットではたこ
焼き風パンケーキを作り、
利用者様に提供しました。
たこ焼き器で丸く焼いたパ
ンケーキにあんこやジャム、
生クリーム等を挟みます。

利用者様からは「おいしい！」「また食べたい！」
と嬉しいお言葉を頂けました。利用者様の笑顔が
これからも見られるように精一杯支援していきた
いです。　　 　　　

　 ショートステイ　まんさくユニット 　 文化交流　はくれんユニット

　　日曜大工　さくらユニット

　  
ミャンマー出身の職員が母国
のおやつを披露してくれまし
た。ミャンマーでは普段から
食べているおやつで、ココナッ
ツミルクにタピオカ、蒸した

サツマイモを刻んで入れて完成です。日本では馴
染みのない物なので始めは「これはなに？」と戸
惑う方もいましたが、食べてみると「美味しい」
と好評でした。

施設の敷地内にある桜
を見に行きました。こ
の日は天気も良く、桜
の下で歌を歌ったり、
体操をしたり、利用者
様と職員共にお花見を

満喫することが出来ました。「やっぱり、桜はい
いね」「天気もいいし、綺麗だったよ」と利用者
様が楽しそうにお話をされてました。

　 お花見　ゆりユニット

さざんかこぶしのユニットでは
色々なレクリエーションを行っ
ています。体操や風船を使った
遊び、ペットボトルを使ったボ
ウリング遊び、時には利用者様
と歌を歌う等、様々な工夫を行
い少しでも参加して頂ければと
思っています。特に体操は午前、
午後に分けて職員と一緒に取り

組んでいます。この日はテーブルサッカーを行い
ましたが、皆様ボールを夢中で追ってあっという
間に時間が過ぎました。
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ふぁみぃゆ東館だより

「世話焼き」は「ありがたい」　　　　　　　 

お花見
古代蓮の里へお花見に行き

ました。快晴の中桜も満開

になり、利用者様も職員も

春がきたことを実感しまし

た。５人の利用者様と一緒

に行きましたが、１名の利

用者様が、前に入所されて

いた施設の方と偶然出会い

ました。会えた瞬間「どう

してここにいるの？、偶然とはいえ嬉しいよ！」

と感激され涙ぐまれておりました。再開の場面

に立ち会え、職員もとても嬉しく感じ、お花見

に行けて本当によかったと思いました。

ミャンマーのおやつ作り

新人紹介
4 月 1 日より東館の新しい仲間に
なりました、シー トウ アウンさん
です。ミャンマーからきてくれま
した。ニコニコして、とても笑顔
が素敵な男性です。
日本にきて約 1 ヵ月で、まだまだ

日本語を勉強中ですが、持ち前の笑顔で利用者
様とコミュニケーションをとり、少しずつ仕事
に慣れていってもらいたいと思います。

現在、ターミナル期
にあり、在宅でお看
取りしたいという希
望に添い、在宅での
お看取りも行ってお
ります。住み慣れた
ご自宅でのお看取り
は、ご本人様にとっ

てもご家族様にとってもかけがえのない時間を過ご
せるとても貴重なものだと感じています。

５月から、理学療法士も訪問看護のお手伝いをして
くれることとなりました。重症になってからではな

ふぁみぃゆ訪問看護ステーション

く、その前から訪問看護・訪問リハビリが介入するこ
とは、誰もが住み慣れ地域でその人らしく最期まで暮
らせることに繋がっていきます。私たちはそのお手伝
いができるステーションでありたいと思います。
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ふ ぁ み ぃ ゆ 小 東 風 だ よ り

今が旬「筍」

小東風利用者様家族より立派な筍を頂きました。
利用者様に「筍はどう調理して食べるのが好
き？」と尋ねると、「筍ご飯」「煮物」と。各家
庭の作り方など話しながら皮をむきあく抜きを
して、ふぁみいゆ農場で採れたさやえんどうと
一緒に煮物を作り昼食に、美味しく頂きました。
　　　　　　　 

夫婦円満　　　　　仲睦まじいご夫婦が小東風を利用しています。奥様（94 歳）の車椅子をい

つも旦那様（99 歳）が押している姿が楽しく印象的です。
昨年の 12 月奥様が発熱し入院、その 2 週間後旦那様が発熱し入院してし
まいました。高齢なので退院は難しいと思われましたが、2 月に旦那様が
退院、2 週間後に奥様が退院しました。長期入院のため 2 人共日常生活動
作（ADL）が低下し車椅子生活になりましたが、天気の良い 4 月上旬には
本館の桜を見ることができました。桜の下で手を取り合っていたお二人の
姿がとても微笑ましく見えました。現在は自宅に戻り、家族で過ごす事を
目標にリハビリに励んでいます。

介護主任　

2 年目のふぁみいゆ農場

夏野菜の収穫に向けて畑に肥料を撒き耕して準備
をし、職員が担当制で苗を植えました。昨年好評
だったスイカやズッキーニ、ナスも植えてありま
す。秋に植えた玉ねぎと、花をつけているじゃが
芋が実ったら利用者様と収穫してカレー作りをし
たいと思っています。今から楽しみです。

アセスメントの効力
自立支援に結び

つ い た M 様 80

代男性のご紹介

です。

近所までの短距離であればシニアカーで移動が出

来る M 様。ゴミ出しもヘルパーと一緒であれば

出来るのでは？ と職員間でアセスメント（利用

者様の現状を把握し分析する）を行い、ケアマネ

ジャーに提案し今年４月から週に１回一緒にゴミ

出し開始となりました。初日 M 様から「外に出

ると気持ちが良いね、燃えないゴミは自分で持つ

よ」とお言葉が聞かれました。

ふぁみぃゆ訪問介護は利用者様の出来る力の発

見、やる気を見出す声掛けを提案し、工夫し合っ

ています。今後も職員一丸となって利用者様の暮

らしを支える事業所でありたいと思います。

  

ふぁみぃゆ訪問介護

2024 年度の介護保険制度改正は、団塊の世代が
後期高齢者となる「2025 年問題」に向け、現代
の日本が抱えている介護需要の増大や介護人材不
足の深刻化に呼応したものとなりました。

包括では次の 4 つの視点

1. 地域包括ケアシステムの深化・推進

2. 自立支援・重度化防止に向けた対応

3. 良質なサービスの効率的な提供に向けた働き
やすい職場づくり

4. 制度の安定性・持続性の確保

を念頭に置き、これからも地域の皆様にお役に
立てるよう努めて参ります。

毎月行っているオレンジカフェ
（はあとカフェ）はお陰様で男
性の参加者も増えています。

これからも、気軽に立ち寄れ
る「集いの場」の提供をして
いきたいと思います。
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ふぁみぃゆデイサービスの暮らし

桜と藤のお花見
デイサービスでは行田さきたま古
墳公園まで桜を見に行きました。

桜は満開を過ぎていましたが、
風に舞う桜の花吹雪を浴びなが
ら、たまたまお花見に来ていた
方のハーモニカ生演奏を皆様と
楽しみました。

また、羽生の大天白まで藤の花
見学に行きました。お天気も良
く、紫や白の藤はちょうど見頃
で、藤の良い香りを楽しみました。

これからも外出を通して季節の
移ろいを感じながら楽しく活動
してまいります。　

リハビリとお花見
デイサービスでは、歩行練習
に力を入れて取り組んでいま
す。日々のリハビリのほか、レ
クリエーションに施設内歩行
や筋力アップトレーニングを取
り入れ、楽しみながら歩行能
力向上に繋がるように心掛け
ています。

4 月上旬には練習の成果を発
揮し、さきたま古墳へお花見
ツアーに行きました。散策中
には利用者様から「桜をみな
がら散歩するのは気持ちがい

いね」とお声を頂きました。その表情はとてもイキ
イキと自信に満ちており、私たちも元気をもらいまし
た。これからもよりよいリハビリを提供できるように
頑張ります。

ふぁみぃゆケアプランセンター
友近８９０ 来園

鉄剣マラソンへの挑戦

いつもお世話になっております。ふぁみぃゆケアプ
ランセンターの河野と申します。

ケアマネが担当できる利用者様が、以前は 35 名未
満の上限となっておりましたが、今回の報酬改定で
45 件未満となりました。2025 年から 2040 年頃ま
で介護が必要な方の人数が右肩上
がりになると言われております。受
け持ち件数が増えたことも有り、今
後も地域のお役に立てるよう頑張っ
て行きたいと思います。

LIVE では、友近８９０が亡く
なられたお母様を想って作られたという『生きて
ゆく（お母さんに贈る歌）』という曲を、涙を流
しながら聞いていらっしゃる利用者様がいたり、
手話をしながら歌う友近８９０を真似して手話を
される利用者様がいたりと、泣いたり笑ったり、
コロナ禍中はなかなか味わうことが出来なかった
貴重なひと時を過ごすことが出来ました。

4 月 8 日、私の発案で健康増進を目標に職員有志 3 名と以前
から走り込みをされていた施設長をお誘いして、4 年ぶりに行
われた「鉄剣マラソン」に参加しました。

日々の業務の合間を縫って、各自が個別に練習し、自身の限
界に挑んできた努力が実を結び、全員が見事 10 ㎞を完走。会
場や沿道に集まった方々からの温かい応援に支えられ、満開
の桜の中、青空と心地よい風の下で走りきりました。ゴール
を越えた瞬間、喜びに満ちた笑顔が広がり、共に励まし合い
ながら走り抜いたことで、職員同士の絆が一層深まりました。

完走後は、忍城おもてなし甲冑隊との記念撮影を楽しみ、特
別な思い出を共有しました。この素晴らしい経験が、私たち

の日々の業務に新たな活力をもたらし、更なる挑戦に向けて私たちを奮い立たせます。来年も大切な仲
間と新たな感動を分かち合いたいと願っております。　　　　 
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　 さらなる交流の場となるように！
ふぁみぃゆの周囲では田植期を迎え、耕耘機が忙しく動いています。梅っこ農園ではボ
ランティアさんのご協力により、剪定、施肥、消毒などを行い、今年は格別良い梅が実
りました。5 月 25 日から梅狩りを楽しんでいただく予定です。
柿の木子ども食堂は「子どもの居場所つくり」に重点を置く子ども参加型に戻りました。
お料理作りを楽しむお子さんの笑顔があふれています。また、県の子育て支援策に応え
て４月より「フードパントリー」や太田保育園主催の「柿の実カフェ」（赤ちゃんから
就学前、就学後まで子育てを支援する取り組み）も始まりました。将棋デーやモラ刺繍

講座も楽しそうです。サロンが地域の皆さまにとって楽しい交流の場となりますよう努めて参りたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

子ども食堂に参加して

229 287 306 283 177 246 294

226 170 273 274 300 3064

白米 行田農協様

焼き豆腐バー （株）アサヒコ様

ラングドシャ （株）ポケモン様

白米ともち米 長谷川農園様

白米 （元行田市長）工藤様

長期保存水 （株）クロレラ食品ハック様

冷凍豚肉
（株）ニチレイフレッシュ様

（株）ねぎしフード様

畑でキャベツやジャガイモが多く収穫できたので
余っている、お米が余りそうだ、などありましたら寄
付していただけないでしょうか。サロンに於いて上
記のご家庭にお配りさせていただきたいと思います。

子育て支援フードパントリー

日本では、子どもの出生数が年々減少しています。
子育てをみんなで応援して、子どもまん中の活力
のある社会を取り戻しましょう。
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地域交流館 サロン柿の木


